
(57)【要約】

【課題】簡単な構造で温度センサの保持を確実にし、よ

り安価で組み立てやすい空気調和機のセンサ固定装置を

提供すること。

【解決手段】温度センサの電線を挟持する挟持部７ｃを

有する箱状のセンサ固定部７ｄと、開口部面の一辺に連

接し開口部面に向けて開口部７ａを塞ぐように折り返さ

れて挟持部７ｃと共に温度センサの電線を保持する第１

の電線保持部７ｇ及び開口部面と連結する連結部７ｉか

ら成る蓋部７ｈと、開口部面の他の一辺に連接し温度セ

ンサの電線を収納する溝部７ｅを有する本体固定部７ｆ

とからなり、本体固定部７ｆによって空気調和機本体に

取り付けられる構成により、空気調和機のセンサ固定装

置７はセンサカバーをも一体成形した簡単な構造で、取

り付け時には一体成形されているのでより安価で組み立

てやすく、蓋部を折り返すだけの簡単な手順で温度セン

サの保持を確実にできる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
空 気 調 和 機 の 熱 交 換 器 に 対 向 す る 面 に 開 口 部 を 設 け 少 な く と も 前 記 開 口 部 を 設 け た 面 （ 以
下 、 開 口 部 面 と 記 す ） に 対 向 す る 面 に 穴 及 び 温 度 セ ン サ の 感 熱 部 近 傍 の 電 線 を 挟 持 す る 挟
持 部 を 設 け て 構 成 さ れ る 箱 状 の セ ン サ 固 定 部 と 、 前 記 開 口 部 面 の 一 辺 に 連 接 し 前 記 温 度 セ
ン サ の 電 線 を 収 納 す る 溝 部 を 有 す る 本 体 固 定 部 と 、 前 記 開 口 部 面 の 他 の 一 辺 に 連 接 し 前 記
開 口 部 面 に 向 け て 前 記 開 口 部 を 塞 ぐ よ う に 折 り 返 さ れ て 前 記 挟 持 部 と 共 に 前 記 温 度 セ ン サ
の 電 線 を 保 持 す る 第 １ の 電 線 保 持 部 及 び 前 記 開 口 部 面 と 連 結 す る 連 結 部 を 設 け て 構 成 さ れ
る 蓋 部 と か ら 成 り 、 前 記 本 体 固 定 部 に よ っ て 空 気 調 和 機 本 体 に 取 り 付 け ら れ る 空 気 調 和 機
の セ ン サ 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
蓋 部 に 穴 を 設 け 、 開 口 部 の ほ ぼ 全 体 を 覆 う よ う に 拡 大 し て 構 成 し た 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気
調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
溝 部 に 収 納 さ れ た 温 度 セ ン サ の 電 線 を 前 記 溝 部 内 に 留 ま る よ う に 保 持 す る 第 ２ の 電 線 保 持
部 を 、 蓋 部 に 設 け て 構 成 し た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
溝 部 に 収 納 さ れ た 温 度 セ ン サ の 電 線 を 前 記 溝 部 内 に 留 ま る よ う に 保 持 す る 第 ２ の 電 線 保 持
部 を 、 本 体 固 定 部 に 設 け て 構 成 し た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
セ ン サ 固 定 部 か ら 溝 部 を 通 っ て 前 記 セ ン サ 固 定 部 外 へ 延 出 す る 温 度 セ ン サ の 電 線 を 熱 交 換
器 か ら 防 玄 す る 防 玄 部 を 設 け て 構 成 し た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 調 和 機
の セ ン サ 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
防 玄 部 は 温 度 セ ン サ が 接 続 す る 制 御 基 板 等 の 電 装 品 を 収 納 し た 電 装 箱 ま で 延 出 す る よ う 構
成 し た 請 求 項 ５ に 記 載 の 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
防 玄 部 を 本 体 固 定 部 に 設 け て 構 成 し た 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 空 気 調 和 機 本 体 外 部 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 セ ン サ を 空 気 調 和 機 の 熱 交 換 器 近
辺 に 取 り 付 け る 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 は 、 外 気 の 温 度 を 検 出 す る 温 度 セ ン サ を 、
そ の 温 度 セ ン サ が 接 続 す る 制 御 基 板 等 の 電 装 品 を 収 納 し た 電 装 箱 と 一 体 に セ ン サ 固 定 部 を
設 け て 、 熱 交 換 器 の 外 気 吸 込 側 に 配 設 す る よ う 構 成 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照
） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 従 来 の 空 気 調 和 機 の 一 部 を 省 略 し た 斜 視 図 を 示 す も の
で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 外 箱 底 板 １ の 上 に は 仕 切 板 ２ 、 熱 交 換 器 ３ お よ び 送 風 機 ４ が
設 置 さ れ 、 ま た 仕 切 板 ２ の 上 方 に は 制 御 基 板 等 の 電 装 品 を 収 納 し た 電 装 箱 ５ が 設 け ら れ て
い る 。 電 装 箱 ５ の 熱 交 換 器 ３ に 面 す る 一 部 は 、 熱 交 換 器 ３ の 外 気 吸 込 側 に 延 長 さ れ て セ ン
サ 固 定 部 ５ ａ を 形 成 し 、 温 度 セ ン サ ６ の 感 熱 部 側 を 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に は セ ン サ 固 定 部 を 電 装 箱 と 着 脱 可 能 に 取 り 付 け で き る よ う 構 成 さ れ
て い る 場 合 も 開 示 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ９ は セ ン サ 固 定 部 を 分 割 し て 構 成 し た 従 来 の 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 の 斜 視 図 、
図 １ ０ は セ ン サ 固 定 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 一 部 を 省 略 し た 断 面 図 を 示 す も の で あ る 。 図 ９
お よ び 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 電 装 箱 ５ の 熱 交 換 器 ３ に 面 す る 一 部 は 、 熱 交 換 器 ３ の 上 部 ま
で 延 長 さ れ 、 熱 交 換 器 ３ の 外 気 吸 込 側 に 設 け た セ ン サ 固 定 装 置 ７ を 取 り 付 け て 構 成 す る 。
セ ン サ 固 定 装 置 ７ は 、 温 度 セ ン サ ６ の 保 護 お よ び 温 度 セ ン サ ６ が 直 射 日 光 を 受 け て 誤 っ た
温 度 を 検 知 す る の を 防 ぐ た め に 設 け た セ ン サ カ バ ー と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ４ ８ １ ９ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 温 度 セ ン サ ６ の 電 線 ６ ａ は セ ン サ 固 定 装 置 ７ に 沿
っ て 熱 交 換 器 ３ と 外 箱 天 板 ８ の 隙 間 を 通 り 電 装 箱 ５ 内 部 の 制 御 基 板 に 接 続 さ れ る た め 、 配
線 の た る み や 設 置 後 の 空 気 調 和 機 運 転 に よ る 振 動 で の 配 線 の ゆ る み 等 に よ っ て 、 電 線 ６ ａ
が 熱 交 換 器 ３ ま た は 外 箱 天 板 ８ に 接 触 し て 傷 つ く こ と や 、 温 度 セ ン サ ６ の 感 熱 部 ６ ｂ が セ
ン サ 固 定 装 置 ７ か ら は ず れ て 熱 交 換 器 ３ に 接 触 し て 正 確 な 外 気 温 度 を 検 出 で き な い こ と が
あ り 、 そ の た め に テ ー プ 等 を 貼 り 付 け て 電 線 ６ ａ を 固 定 し な け れ ば な ら ず コ ス ト ア ッ プ の
要 因 に な る と い う 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 簡 単 な 構 造 で 温 度 セ ン サ の 保 持 を 確 実 に
し 、 よ り 安 価 で 組 み 立 て や す い 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 は 、 温 度 セ ン
サ の 感 熱 部 近 傍 の 電 線 を 挟 持 す る 挟 持 部 を 設 け て 構 成 さ れ る セ ン サ カ バ ー を 兼 ね る 箱 状 の
セ ン サ 固 定 部 と 、 開 口 部 面 の 一 辺 に 連 接 し 開 口 部 面 に 向 け て 開 口 部 を 塞 ぐ よ う に 折 り 返 さ
れ て 挟 持 部 と 共 に 温 度 セ ン サ の 電 線 を 保 持 す る 第 １ の 電 線 保 持 部 及 び 開 口 部 面 と 連 結 す る
連 結 部 を 設 け て 構 成 さ れ る 蓋 部 と 、 開 口 部 面 の 他 の 一 辺 に 連 接 し 温 度 セ ン サ の 電 線 を 収 納
す る 溝 部 を 有 す る 本 体 固 定 部 と か ら な り 、 本 体 固 定 部 に よ っ て 空 気 調 和 機 本 体 に 取 り 付 け
ら れ る 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ っ て 、 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 は セ ン サ カ バ ー を も 一 体 成 形 し た 簡 単 な 構
造 で 、 取 り 付 け 時 に は 一 体 成 形 さ れ て い る の で よ り 安 価 で 組 み 立 て や す く 、 蓋 部 を 折 り 返
す だ け の 簡 単 な 手 順 で 温 度 セ ン サ の 保 持 を 確 実 に で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 は 、 簡 単 な 構 造 で 温 度 セ ン サ の 保 持 を 確 実 に す る
の と 同 時 に 、 温 度 セ ン サ の 保 護 お よ び 温 度 セ ン サ が 直 射 日 光 を 受 け て 誤 っ た 温 度 を 検 知 す
る の を 防 ぐ こ と も で き 、 よ り 安 価 で 組 み 立 て や す い 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 を 提 供 す
る こ と が で き 、 よ り 品 質 の よ い 空 気 調 和 機 を ユ ー ザ に 安 価 に 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 空 気 調 和 機 の 熱 交 換 器 に 対 向 す る 面 に 開 口 部 を 設 け 少 な く と も 開 口 部 面
に 対 向 す る 面 に 穴 及 び 温 度 セ ン サ の 感 熱 部 近 傍 の 電 線 を 挟 持 す る 挟 持 部 を 設 け て 構 成 さ れ
る 箱 状 の セ ン サ 固 定 部 と 、 開 口 部 面 の 一 辺 に 連 接 し 温 度 セ ン サ の 電 線 を 収 納 す る 溝 部 を 有
す る 本 体 固 定 部 と 、 開 口 部 面 の 他 の 一 辺 に 連 接 し 開 口 部 面 に 向 け て 開 口 部 を 塞 ぐ よ う に 折
り 返 さ れ て 挟 持 部 と 共 に 温 度 セ ン サ の 電 線 を 保 持 す る 第 １ の 電 線 保 持 部 及 び 開 口 部 面 と 連
結 す る 連 結 部 を 設 け て 構 成 さ れ る 蓋 部 と か ら 成 り 、 本 体 固 定 部 に よ っ て 空 気 調 和 機 本 体 に
取 り 付 け ら れ る 構 造 と す る こ と に よ り 、 簡 単 な 構 造 で 温 度 セ ン サ の 保 持 を 確 実 に す る の と
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同 時 に 、 温 度 セ ン サ の 保 護 お よ び 温 度 セ ン サ が 直 射 日 光 を 受 け て 誤 っ た 温 度 を 検 知 す る の
を 防 ぐ こ と も で き 、 よ り 安 価 で 組 み 立 て や す く 信 頼 性 の 高 い 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置
を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 蓋 部 に 穴 を 設 け 、 開 口 部 の ほ ぼ 全 体 を 覆 う よ う に 拡
大 し て 構 成 す る こ と に よ り 、 温 度 セ ン サ の 保 護 や 直 射 日 光 に よ る 温 度 誤 検 知 防 止 を よ り 確
実 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 の 溝 部 に 収 納 さ れ た 温 度 セ ン サ の 電 線 を 溝
部 内 に 留 ま る よ う に 保 持 す る 第 ２ の 電 線 保 持 部 を 、 蓋 部 に 設 け て 構 成 す る こ と に よ り 、 配
線 の た る み や 設 置 後 の 空 気 調 和 機 運 転 に よ る 振 動 で の 配 線 の ゆ る み 等 が 生 じ 難 く な り 、 電
線 が 熱 交 換 器 ま た は 外 箱 天 板 に 接 触 し て 傷 つ い た り 、 温 度 セ ン サ の 感 熱 部 が セ ン サ 固 定 装
置 か ら は ず れ て 熱 交 換 器 に 接 触 し て 正 確 な 外 気 温 度 を 検 出 で き な い よ う な 不 具 合 を 未 然 に
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 の 溝 部 に 収 納 さ れ た 温 度 セ ン サ の 電 線 を 溝
部 内 に 留 ま る よ う に 保 持 す る 第 ２ の 電 線 保 持 部 を 、 本 体 固 定 部 に 設 け て 構 成 す る こ と に よ
り 、 配 線 の た る み や 設 置 後 の 空 気 調 和 機 運 転 に よ る 振 動 で の 配 線 の ゆ る み 等 が 生 じ 難 く な
り 、 電 線 が 熱 交 換 器 ま た は 外 箱 天 板 に 接 触 し て 傷 つ い た り 、 温 度 セ ン サ の 感 熱 部 が セ ン サ
固 定 装 置 か ら は ず れ て 熱 交 換 器 に 接 触 し て 正 確 な 外 気 温 度 を 検 出 で き な い よ う な 不 具 合 を
未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ の 発 明 の セ ン サ 固 定 部 か ら 溝 部 を 通 っ て
セ ン サ 固 定 部 外 へ 延 出 す る 温 度 セ ン サ の 電 線 を 熱 交 換 器 か ら 防 玄 す る 防 玄 部 を 設 け て 構 成
す る こ と に よ り 、 電 線 が 熱 交 換 器 に 接 触 し て 傷 つ い た り 、 温 度 セ ン サ の 感 熱 部 が セ ン サ 固
定 装 置 か ら は ず れ て 熱 交 換 器 に 接 触 し て 正 確 な 外 気 温 度 を 検 出 で き な い よ う な 不 具 合 を 未
然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ５ の 発 明 の 防 玄 部 を 温 度 セ ン サ が 接 続 す る 制 御 基 板 等 の 電 装 品
を 収 納 し た 電 装 箱 ま で 延 出 す る よ う 構 成 す る こ と に よ り 、 電 線 が 熱 交 換 器 に 接 触 し て 傷 つ
い た り 、 温 度 セ ン サ の 感 熱 部 が セ ン サ 固 定 装 置 か ら は ず れ て 熱 交 換 器 に 接 触 し て 正 確 な 外
気 温 度 を 検 出 で き な い よ う な 不 具 合 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ５ ま た は 第 ６ の 発 明 の 防 玄 部 を 本 体 固 定 部 に 設 け て 構 成 す る こ
と に よ り 、 電 線 が 熱 交 換 器 に 接 触 し て 傷 つ い た り 、 温 度 セ ン サ の 感 熱 部 が セ ン サ 固 定 装 置
か ら は ず れ て 熱 交 換 器 に 接 触 し て 正 確 な 外 気 温 度 を 検 出 で き な い よ う な 不 具 合 を よ り 確 実
に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 の 斜 視 図 、 図
２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の 図 １ の Ａ － Ａ 線 要 部 断 面 図 、 図 ３
は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 図
１ の 矢 視 Ｂ 方 向 か ら の 断 面 図 を 示 す も の で あ る 。 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 他 の 実 施
の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 の 要 部 斜 視 図 、 図 ５ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） は 、
本 発 明 の 第 １ 及 び 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 挟 持 部 及 び 第 １ の 電 線 保 持 部 の 要 部 斜 視 図 を 示
す も の で あ る 。 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ お よ び 図 ５ に お い て 、 従 来 の 技 術 の 図 ８ 、 図 ９ お
よ び 図 １ ０ と 同 じ 構 成 要 素 に つ い て は 同 じ 符 号 を 用 い 、 説 明 を 省 略 す る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ に お い て 、 セ ン サ 固 定 装 置 ７ は 、 箱 状 の セ ン サ 固 定 部 ７ ｄ と 本 体 固 定
部 ７ ｆ と 蓋 部 ７ ｈ と か ら 成 り 、 本 体 固 定 部 ７ ｆ に よ っ て 空 気 調 和 機 本 体 に 取 り 付 け ら れ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 セ ン サ 固 定 部 ７ ｄ は 、 空 気 調 和 機 の 熱 交 換 器 ３ に 対 向 す る 面 に 開 口 部 ７ ａ を 設 け 、 少 な
く と も 開 口 部 ７ ａ を 設 け た 開 口 部 面 に 対 向 す る 面 ７ ｂ に 穴 ７ ｎ 及 び 温 度 セ ン サ ６ の 感 熱 部
６ ｂ 近 傍 の 電 線 ６ ａ を 挟 持 す る 挟 持 部 ７ ｃ を 設 け て い る 。 本 実 施 例 で は 、 空 気 調 和 機 の 熱
交 換 器 ３ に 対 向 す る 面 全 体 が 開 口 し て い る が 、 開 口 部 ７ ａ は 面 の 一 部 で も よ い し 、 開 口 部
７ ａ を 複 数 設 け て も よ い 。 ま た 、 面 ７ ｂ に 設 け た 穴 ７ ｎ も 本 実 施 例 の よ う に 複 数 で も よ い
し 、 単 数 で も よ い 。 ま た 穴 形 状 も 四 角 で な く て も よ く 、 ま た 格 子 状 に 形 成 し な く て も よ い
。 更 に 、 穴 ７ ｎ 及 び 挟 持 部 ７ ｃ は ７ ｂ 以 外 の 面 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 体 固 定 部 ７ ｆ は 、 開 口 部 面 の 一 辺 に 連 接 し 温 度 セ ン サ ６ の 電 線 ６ ａ を 収 納 す る 溝 部 ７
ｅ と 、 セ ン サ 固 定 部 ７ ｄ か ら 溝 部 ７ ｅ を 通 っ て セ ン サ 固 定 部 ７ ｄ 外 へ 延 出 す る 温 度 セ ン サ
６ の 電 線 ６ ａ を 熱 交 換 器 ３ か ら 防 玄 す る 防 玄 部 ７ ｍ を 有 す る 。 防 玄 部 ７ ｍ は 温 度 セ ン サ ６
が 接 続 す る 制 御 基 板 等 の 電 装 品 を 収 納 し た 電 装 箱 ５ ま で 延 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 蓋 部 ７ ｈ は 、 開 口 部 面 の 他 の 一 辺 に 連 接 し 開 口 部 面 に 向 け て 開 口 部 ７ ａ を 塞 ぐ よ う に 折
り 返 さ れ て 、 挟 持 部 ７ ｃ と 共 に 温 度 セ ン サ ６ の 電 線 ６ ａ を 保 持 す る 第 １ の 電 線 保 持 部 ７ ｇ
と 、 開 口 部 面 と 連 結 す る 連 結 部 ７ ｉ と 、 溝 部 ７ ｅ に 収 納 さ れ た 温 度 セ ン サ ６ の 電 線 ６ ａ を
溝 部 ７ ｅ 内 に 留 ま る よ う に 保 持 す る 第 ２ の 電 線 保 持 部 ７ ｋ を 設 け て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 本 体 固 定 部 ７ ｆ に 設 け た ツ メ ７ ｊ を 、 開 口 部 ７ ａ を 塞 ぐ よ
う に 折 り 返 さ れ た 蓋 部 ７ ｈ の 受 け 穴 ７ ｐ に 嵌 挿 し て 蓋 部 ７ ｈ を 固 定 す る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ の 電 線 保 持 部 ７ ｋ は 平 板 状 で 、 折 り 返 し た 時 に 溝 部 ７ ｈ
入 口 近 傍 に 設 置 さ れ て 温 度 セ ン サ ６ の 電 線 ６ ａ を 上 か ら 溝 部 ７ ｅ 内 に 留 ま る よ う に 保 持 す
る が 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 蓋 部 ７ ｈ が 溝 部 ７ ｅ 上 部 を 覆 う よ う に し て 温 度 セ ン サ ６ の
電 線 ６ ａ を 上 か ら 溝 部 ７ ｅ 内 に 留 ま る よ う に 保 持 す る 形 態 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 温 度 セ ン サ ６ の 電 線 ６ ａ を 熱 交 換 器 ３ か ら 防 玄 す る 防 玄 部 ７
ｍ は 本 体 固 定 部 ７ ｆ の 空 気 調 和 機 本 体 へ の 取 り 付 け 部 を 延 長 し た 形 と な っ て い る が 、 本 体
固 定 部 ７ ｆ と は 別 の １ 部 品 と し て 形 成 し て も よ い し 、 電 装 箱 ５ か ら 延 出 し た 形 状 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま ず 、 セ ン サ 固 定 装 置 は 、 樹 脂 等 で 一 体 成 形 で き 、 組 立 や 取 り 付 け も 簡 単 な 構 造 で あ り
、 温 度 セ ン サ は 挟 持 部 で 抱 持 さ れ か つ 移 動 可 能 方 向 側 か ら 第 １ の 電 線 保 持 部 で 押 え る よ う
に 保 持 さ れ て い る の で 温 度 セ ン サ の 保 持 を 確 実 に す る の と 同 時 に 、 温 度 セ ン サ の 感 熱 部 近
傍 は 箱 状 の セ ン サ 固 定 部 で 覆 わ れ て い る の で 温 度 セ ン サ の 保 護 お よ び 温 度 セ ン サ が 直 射 日
光 を 受 け て 誤 っ た 温 度 を 検 知 す る の を 防 ぐ こ と も で き 、 よ り 安 価 で 組 み 立 て や す く 信 頼 性
の 高 い 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ の 電 線 保 持 部 を 蓋 部 に 設 け て 構 成 す る こ と に よ り 、 温 度 セ ン サ は 第 ２ の 電 線
保 持 部 と 溝 部 入 口 と に よ っ て も 保 持 さ れ 、 溝 部 を 通 る こ と で 、 配 線 の た る み や 設 置 後 の 空
気 調 和 機 運 転 に よ る 振 動 で の 配 線 の ゆ る み 等 が 生 じ 難 く な り 、 電 線 が 熱 交 換 器 ま た は 外 箱
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天 板 に 接 触 し て 傷 つ い た り 、 温 度 セ ン サ の 感 熱 部 が セ ン サ 固 定 装 置 か ら は ず れ て 熱 交 換 器
に 接 触 し て 正 確 な 外 気 温 度 を 検 出 で き な い よ う な 不 具 合 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 更 に 、 防 玄 部 を 設 け て 構 成 す る こ と に よ り 、 電 線 が 熱 交 換 器 に 接 触 し て 傷 つ い た り 、 温
度 セ ン サ の 感 熱 部 が セ ン サ 固 定 装 置 か ら は ず れ て 熱 交 換 器 に 接 触 し て 正 確 な 外 気 温 度 を 検
出 で き な い よ う な 不 具 合 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 空 気 調 和 機 の 熱 交 換 器 に 対 向 す る 面 に 開 口 部
を 設 け 少 な く と も 開 口 部 面 に 対 向 す る 面 に 穴 及 び 温 度 セ ン サ の 感 熱 部 近 傍 の 電 線 を 挟 持 す
る 挟 持 部 を 設 け て 構 成 さ れ る 箱 状 の セ ン サ 固 定 部 と 、 開 口 部 面 の 一 辺 に 連 接 し 温 度 セ ン サ
の 電 線 を 収 納 す る 溝 部 と セ ン サ 固 定 部 か ら 溝 部 を 通 っ て セ ン サ 固 定 部 外 へ 延 出 す る 温 度 セ
ン サ の 電 線 を 熱 交 換 器 か ら 防 玄 す る 防 玄 部 を 温 度 セ ン サ が 接 続 す る 制 御 基 板 等 の 電 装 品 を
収 納 し た 電 装 箱 ま で 延 出 す る よ う 構 成 し て 有 す る 本 体 固 定 部 と 、 開 口 部 面 の 他 の 一 辺 に 連
接 し 開 口 部 面 に 向 け て 開 口 部 を 塞 ぐ よ う に 折 り 返 さ れ て 挟 持 部 と 共 に 温 度 セ ン サ の 電 線 を
保 持 す る 第 １ の 電 線 保 持 部 と 溝 部 に 収 納 さ れ た 温 度 セ ン サ の 電 線 を 溝 部 内 に 留 ま る よ う に
保 持 す る 第 ２ の 電 線 保 持 部 及 び 開 口 部 面 と 連 結 す る 連 結 部 を 設 け て 構 成 さ れ る 蓋 部 と か ら
成 り 、 本 体 固 定 部 に よ っ て 空 気 調 和 機 本 体 に 取 り 付 け ら れ る 構 造 と す る こ と に よ り 、 簡 単
な 構 造 で 温 度 セ ン サ の 保 持 を 確 実 に す る の と 同 時 に 、 温 度 セ ン サ の 保 護 お よ び 温 度 セ ン サ
が 直 射 日 光 を 受 け て 誤 っ た 温 度 を 検 知 す る の を 防 ぐ こ と も で き 、 配 線 の た る み や 設 置 後 の
空 気 調 和 機 運 転 に よ る 振 動 で の 配 線 の ゆ る み 等 が 生 じ 難 く な り 、 電 線 が 熱 交 換 器 ま た は 外
箱 天 板 に 接 触 し て 傷 つ い た り 温 度 セ ン サ の 感 熱 部 が セ ン サ 固 定 装 置 か ら は ず れ て 熱 交 換 器
に 接 触 し て 正 確 な 外 気 温 度 を 検 出 で き な い よ う な 不 具 合 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き 、 よ
り 安 価 で 組 み 立 て や す く 信 頼 性 の 高 い 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 を 提 供 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 第 ２ の 電 線 保 持 部 を 、 本 体 固 定 部 に 設 け て も よ い 。 例 え ば 、 図 ４
（ ｂ ） に 示 す よ う に 溝 上 部 に 架 設 す る よ う に 設 け 、 溝 部 と 第 ２ の 電 線 保 持 部 と に よ っ て 保
持 さ れ 、 溝 部 を 通 る こ と で 、 配 線 の た る み や 設 置 後 の 空 気 調 和 機 運 転 に よ る 振 動 で の 配 線
の ゆ る み 等 が 生 じ 難 く な り 、 電 線 が 熱 交 換 器 ま た は 外 箱 天 板 に 接 触 し て 傷 つ い た り 、 温 度
セ ン サ の 感 熱 部 が セ ン サ 固 定 装 置 か ら は ず れ て 熱 交 換 器 に 接 触 し て 正 確 な 外 気 温 度 を 検 出
で き な い よ う な 不 具 合 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 挟 持 部 と 第 １ の 電 線 保 持 部 と 溝 部 の 関 係 は 図 ５ （ ａ ） に 示 す
よ う に 、 挟 持 部 ７ ｃ で 挟 持 さ れ た 温 度 セ ン サ ６ を 第 １ の 電 線 保 持 部 ７ ｇ で 押 止 し 、 挟 持 部
７ ｃ と 溝 部 は 垂 設 さ れ て い る が 、 図 ５ （ ｂ ） の よ う に 温 度 セ ン サ ６ を 第 １ の 電 線 保 持 部 ７
ｇ に 沿 う よ う に 引 き 回 し て 保 持 し て も よ い し 、 図 ５ （ ｃ ） の よ う に 挟 持 部 ７ ｃ と 溝 部 が ほ
ぼ 直 線 状 に な る よ う に 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 の 斜 視 図 、 図
７ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の 図 ６ の Ｃ － Ｃ 線 要 部 断 面 図 を 示 す
も の で あ る 。 図 ６ 、 図 ７ に お い て 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ８ 、 図 ９ お よ び 図
１ ０ と 同 じ 構 成 要 素 に つ い て は 同 じ 符 号 を 用 い 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ６ 、 図 ７ に お い て 、 セ ン サ 固 定 装 置 ７ は 、 箱 状 の セ ン サ 固 定 部 ７ ｄ と 本 体 固 定 部 ７ ｆ
と 蓋 部 ７ ｈ と か ら 成 り 、 本 体 固 定 部 ７ ｆ に よ っ て 空 気 調 和 機 本 体 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 箱 状 の セ ン サ 固 定 部 ７ ｄ 及 び 本 体 固 定 部 ７ ｆ に つ い て は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と
同 様 で あ る た め 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 蓋 部 ７ ｈ は 、 開 口 部 ７ ａ の ほ ぼ 全 体 を 覆 う よ う な 大 き さ で 、 穴 ７ ｑ が 設 け ら れ て い る 。
こ れ に よ り 、 温 度 セ ン サ ６ 全 体 が 全 周 方 向 か ら 覆 わ れ て い る の で 温 度 セ ン サ ６ の 保 護 や 直
射 日 光 に よ る 温 度 誤 検 知 防 止 を よ り 確 実 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 蓋 部 ７ ｈ は 、 開 口 部
７ ａ の ほ ぼ 全 体 を 覆 う よ う に な っ て い る た め 、 温 度 セ ン サ ６ は こ の 蓋 部 ７ ｈ と 溝 部 ７ ｅ 入
口 と に よ っ て 保 持 さ れ る た め 、 第 ２ の 電 線 保 持 部 を 設 け る 必 要 が な く 、 そ の 分 、 材 料 費 、
組 立 費 等 が 削 減 で き 、 よ り 安 価 な 部 品 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 蓋 部 に 穴 を 設 け 、 開 口 部 の ほ ぼ 全 体 を 覆 う よ う
に 拡 大 し て 構 成 す る こ と に よ り 、 温 度 セ ン サ の 保 護 や 直 射 日 光 に よ る 温 度 誤 検 知 防 止 を よ
り 確 実 に す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 は 、 温 度 セ ン サ の 信 頼 性 を
損 ね る こ と な く 、 温 度 セ ン サ の 固 定 を 安 価 に 容 易 に す る こ と が 可 能 と な る の で 、 除 湿 機 や
ヒ ー タ ー 等 セ ン サ を 使 用 す る 他 の 機 器 の 用 途 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 空 気 調 和 機 の 図 １ の Ａ － Ａ 線 要 部 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 図
１ の 矢 視 Ｂ 方 向 か ら の 断 面 図
【 図 ４ 】 （ ａ ） 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 の 要 部 斜 視
図 （ ｂ ） 本 発 明 の 別 の 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 の 要 部 斜 視 図
【 図 ５ 】 （ ａ ） 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 挟 持 部 及 び 第 １ の 電 線 保 持 部 の 要 部 斜 視 図
（ ｂ ） 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 挟 持 部 及 び 第 １ の 電 線 保 持 部 の 要 部 斜 視 図 （ ｃ ）
本 発 明 の 別 の 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 挟 持 部 及 び 第 １ の 電 線 保 持 部 の 要 部 斜 視 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 の 斜 視 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 空 気 調 和 機 の 図 ６ の Ｃ － Ｃ 線 要 部 断 面 図
【 図 ８ 】 従 来 の 空 気 調 和 機 の 一 部 を 省 略 し た 斜 視 図
【 図 ９ 】 従 来 の 空 気 調 和 機 の セ ン サ 固 定 装 置 の 斜 視 図
【 図 １ ０ 】 従 来 の 空 気 調 和 機 の 要 部 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ３ 　 熱 交 換 器
　 ５ 　 電 装 箱
　 ６ 　 温 度 セ ン サ
　 ６ ａ 　 電 線
　 ６ ｂ 　 感 熱 部
　 ７ 　 セ ン サ 固 定 装 置
　 ７ ａ 　 開 口 部
　 ７ ｂ 　 開 口 部 ７ ａ を 設 け た 開 口 部 面 に 対 向 す る 面
　 ７ ｃ 　 挟 持 部
　 ７ ｄ 　 セ ン サ 固 定 部
　 ７ ｅ 　 溝 部
　 ７ ｆ 　 本 体 固 定 部
　 ７ ｇ 　 第 １ の 電 線 保 持 部
　 ７ ｈ 　 蓋 部
　 ７ ｉ 　 連 結 部
　 ７ ｊ 　 ツ メ
　 ７ ｋ 　 第 ２ の 電 線 保 持 部
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　 ７ ｍ 　 防 玄 部
　 ７ ｎ 、 ７ ｑ 　 穴
　 ７ ｐ 　 受 け 穴
　 ８ 　 外 箱 天 板

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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